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１． 

（１）b 

（２）KIO3の I原子の酸化数： +5  

KIの I原子の酸化数： −1  

I2の I原子の酸化数： 0  

酸化剤・還元剤としてのはたらき： a  

（３）4.80×10-3 

（４）1：4 

（５）空欄の値： 0.0384  

CO2： 6.72  

 

２． 

（１）c 

（２）
300𝐹𝐹
𝐼𝐼

 

（３）a 

（４）d 

（５）a: 2  b: 3  c: 2  d: 4  

（６）
612

𝑄𝑄 + 0.0180𝑐𝑐𝑐𝑐
  ※ 変形によりこの式になる解答はいずれも正解とする。 

（７）c 

（８）3.20×104 

 

３． 

（１）ア： アルカリ金属        イ： アンモニアソーダ（またはソルベー）  

ウ： 水和水（または結晶水）   エ： 風解  

（２）A： NaHCO3   B： Na2CO3·10H2O  

（３）2Na + 2H2O → 2NaOH + H2 

（４）(低い)  19K 11Na 3Li  (高い) 

（５）ア： 静電気力（またはクーロン力，静電気的な力）  

イ： ６  

ウ：Na+: 4  Cl−: 4  

エ： 2.2  



（６）NaCl + H2O + NH3 + CO2 → NaHCO3 + NH4Cl 

 

４． 

（１）ア： 官能基   イ： エチレン  ウ： アセトアルデヒド    

エ： 脱水縮合（または脱水）  オ： エーテル  カ： ジエチルエーテル  

キ： カルボキシ  ク： エステル  ケ： 酢酸エチル  コ： 縮合  

サ： ポリエチレンテレフタラート  シ： 油脂  ス： 液体   

セ： 脂肪油   

（２）CH3CHO 

（３）Cu2O 

（４）C6H12O6  →   2C2H5OH  +  2CO2 

（５）  シス形：        トランス形： 

       

（６）2.0 × 103 

（７）分子量：872 

ヨウ素の量：2.29×103 g 

※ ヨウ素の量の算出に関しては，題意を満たす油脂の構造に基づいて正しい値が求

められていれば，上記以外の解答でも正解とする。 


